
活動分類 主催者 開催日時 会場
参加人員：会員、
一般（うち外国人）

外国人 一般 事業内容

他団体へ交流事業への参加、協力 財団法人栃木県青年会館 ５月２８日（木）
栃木県青年会館

コンセーレ
会員2名 県内他団体との親睦を深めるための交流会に参加した。

独自の交流事業 栃木県青年国際交流機構 ７月１０日（日） とちぎ青少年センター 会員6名 活動内容・活動計画等に対する協議を行った。

独自の交流事業 栃木県青年国際交流機構 10且8日（木） 栃木県青少年センター 活動内容・活動計画等に対する協議を行った。

独自の交流事業 栃木県青年国際交流機構
平成22年

3月12日（金） 栃木県青少年センター
活動内容・活動計画等に対する協議を行った。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

内閣府
平成22年

1月14日（木）
～17日（日）

栃木県公館、県立博物館、ありんこ
保育園、コンセーレ、宇都宮グラン

ドホテル等

「世界青年の船」地方プログラム受入れにて、栃木県庁表敬訪問、博物
館見学、保育園への訪問、地元青年との交流ディスカッション、歓迎レセプ
ション及び２泊３日のホームステイを行った。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

栃木県青年国際交流機構
平成22年

2月3日（水）
栃木県青少年センター

「世界青年の船」地方プログラム受入れに対する反省を行った。

内閣府青年国際交流事業及びIYEO
の広報活動

内閣府政策統括官（共生社会政策
担当）

日本青年国際交流機構
 (財)青少年国際交流推進センター

栃木県青年国際交流機構

10月3日（土）
～4日（日）

東急ハーヴェストクラブ鬼怒川

関東ブロック大会を栃木県日光市の鬼怒川温泉にて開催。基調講演、
小グループでのディスカッション・意見交換、懇親会、帰国報告会等を通し
て、他県の会員との交流を深めた。

広報、内閣府青年国際交流事業及
びIYEOの広報活動

埼玉県青年国際交流機構
平成22年
12月23日

埼玉県県民活動総合センター 会員9名、一般29名 29人
シャクティという映画の上映と監督による講演。この映画とかかわった
きっかけとして「世界青年の船」及び内閣府青年国際交流事業へのＰ
Ｒ活動も実施。

他団体の交流事業への参加、協力 埼玉県青少年団体連絡協議会
６月23日（火）
18：30-19：30

浦和地方庁舎別館 会員１名
埼玉県内にある青少年団体で構成する協議会。
前年度事業報告、決算報告、役員改選、今年度事業計画、予算につ

他団体の交流事業への参加、協力 財団法人いきいき埼玉 7月31日 県民活動総合センター(伊奈町) 会員１名
青少年分野の代表として総務部青少年課より推薦を受け、運営協議
会委員を委嘱。他の委員と共に事業計画等について話し合った。

他団体の交流事業への参加、協力 栃木県青年国際交流機構　他 10月３～4日 栃木県 会員7名 関東ブロック大会。来年の全国大会のＰＲも行った。

他団体の交流事業への参加、協力 埼玉県青少年団体連絡協議会 10月14日 浦和地方庁舎別館 会員1名
埼玉県内にある青少年団体で構成する協議会。研修会について打ち合
わせ。各団体、青少年課からの活動紹介・各種案内

他団体の交流事業への参加、協力 埼玉県青少年団体連絡協議会
1月27日
18:30-

浦和地方庁舎別館 会員1名
埼玉県内にある青少年団体で構成する協議会。研修会について最終打
ち合わせ。各団体、青少年課からの活動紹介・各種案内

他団体の交流事業への参加、協力 埼玉県青少年団体連絡協議会
2月6日
17:30-

浦和ワシントンホテル 会員4名
研修会及び交流会。12団体の活動紹介あり。

独自の交流事業 埼玉県青年国際交流機構
平成22年
3月13日

大宮ゆの郷
同じ埼玉県内に住む外国人、ＩＹＥＯメンバーとその仲間たちが学生時代に
戻った気分になって、交流を深めた。

内閣府青年国際交流事業及びIYEO
の広報活動

（財）埼玉県国際交流協会 10月31日～11月1日 さいたま新都心けやき広場 会員９名
「グローバルフォトコンテスト」写真パネル展示、事業説明。第21回生涯学
習フェスティバル「まなびピア埼玉2009」と連動して実施。

国際交流料理会 千葉県青年国際交流機構
平成22年
1月30日

船橋市中央公民館

会員15名
一般7名

(外国人青年6名)
6人 1人

会員と外国人青年の交流の場を設けるために料理会を開催した。当
日は韓国料理を3品ほど作り、作りながらみなで交流を行った。

広報
独自の交流事業

東京都青年国際交流事業 10月31日 女性と仕事の未来館
会員60名
一般80名

80人

NPO法人TABLE FOR TWO事務局長 小暮真久さんを迎えて講演会を
開催。最初に内閣府青年国際交流事業の紹介（事業概要説明と3会員
から帰国報告）。その後講演会を、①小暮さんからのTFTの活動紹介と今
後の展開についてのプレゼン、②司会の椿景子さん（SWY2）とのインタ
ビュー、③質疑応答の3部形式で行った。小暮さんのTFTに対する熱い“想
い”を伺う中で共感する参加者が多く、当日で販売した著書『「20円」で世
界をつなぐ仕事―“想い”と“頭脳”で稼ぐ社会起業・実戦ガイド』は完売、
非常に皆の心に響く講演会で、IYEOとしても内閣府事業を多くの一般の
方にご紹介する良い機会となった。

広報
独自の交流事業

東京都青年国際交流事業
平成22年

2月6日（土）
日米会話学院

会員42名
一般29名

1人

各業界で活躍中の会員６名をプレゼンターとして招き、企業や業界の説
明、内閣府青年国際交流事業が現在の自分に与えた影響等を語っても
らった。前半は一人10分ずつのプレゼンテーション、後半は業界ごとに分か
れて質疑応答をした。ＪＩＣＡに就職希望エントリー登録している学生が多く
集まり、内閣府事業のよい広報の場となった。

独自の交流事業 東京都青年国際交流事業 7月4日 パクチーハウス東京
会員10名
一般1名

1人

国際開発教育ファシリテーターの三田景子さん（SWY12)をお迎えして
「ラオス国際協力の現場を語る」を開催、ラオスで青年海外協力隊員
として現地の人々と奮闘して作り上げた母子保健改善プロジェクトの
話をうかがい、また協力疑似体験身にワークショップをした。

独自の交流事業 東京都青年国際交流事業 8月29日 日米会話学院
会員16名

一般6名(うち外国人2名）
2人 4人

会員のための英語ディスカッション講座。講師の深作光輝さん
（SWY18,21）によるアイスブレイクの後、「異文化理解」をテーマにディ
スカッション。 初に話す内容を整理する練習のため日本語で、次に
英語で行った。参加者からは「日本語で理解していないと英語では話
せない。簡単なことだけれど、大事なことを学んだ」「いろんなバックグ
ラウンド、経験をした人と話ができておもしろかった」と好評だった。幅
広い年代の既参加青年の参加があり、事業に臨む人に向けたワンポ

独自の交流事業 東京都青年国際交流事業 10月17日 日米会話学院
会員35名

一般7名(うち外国人2名）
2人 5人

英語ディスカッション講座第2回目のテーマは「家族」。 講師は、Demon
Irvineさん（第11回・第17回（NL)世界船）と本田温子さん（第11回世界
船他。まずはアイスブレイクで部屋の4隅に食べ物や動物等自分の好きな
もののグループに分かれてWarm Upならびに英語に慣れる練習、その後テー
マである家族について参加者それぞれが家族（家庭）での役割や家族から
教わったこと、影響を受けたことについて意見交換した。身近なテーマで話
しやすく、相手の価値観や考え方を知ることができ有意義な時間だった。

独自の交流事業 東京都青年国際交流事業 11月28日 日米会話学院
会員：23名

一般4名(うち外国人2名）
2人 2人

第3回目のテーマは「Win×２ チーム」。講師はChew Kim Soonさん(第26
回東ア船)と齋藤珠恵さん（第10回世界船他）。まずはアイスブレイクで自
己紹介。場が和んでから夫婦である講師のお二人の実体験に基づいて、
ディスカッション。また、自分が大切にしているものとして、家族、職場・学
校、友人、国際交流事業の4グループに分かれ、その仲間とうまくやっていく
にはどうしたらいいかを話し合った。最終回にふさわしい内容で参加者間の
価値観の違いを認識することができ、正解がないテーマについて多くの人と
意見交換ができた。

参加希望者への支援、
独自の交流事業、広報

神奈川県青年国際交流機構 ４月５日（日） かたばみ会教室・鎌倉市内
　　　　　会員５名、

一般10名（うち他県受験者１名）
10人

地元鎌倉の方が主宰する着付教室にて、会員が主宰するキモノさーく
る華会協力のもと着付講習し、内閣府事業や当機構の宣伝活動を行
い、その後鶴岡八幡宮始め桜の名所で、当機構外部から賛助会員に
お迎えした水田氏によるボランティア撮影会を行い、参加者には後日
画像データをCDR化して送付した。また、集合写真撮影時には必ず当
機構の旗を広げて撮影を行い、周囲の方々に向け積極的に宣伝活
動を行った。

参加希望者への支援、及び独自の
国際交流事業、広報

神奈川県青年国際交流機構 　　６月２８日（日） 横浜市青少年交流　　センター
　　　会員１２名

一般１７名（うち外国人１２名、
今年度参加予定者２名）

12人 5人

企画段階では、今年度参加予定者向けであったが、昨年度来お世話
になっている『横浜YMCA』さんからの以前よりのご要望に鑑み、『リサ
イクル着物チェーン店・たんす屋』さんのご協力を仰ぎ相当数のレンタ
ル浴衣を調達できたので、まず参加者全員に浴衣を着付け、そのま
ま一服頂いた後、自分でお点前する体験及び折り紙交流を行い、日
本伝統文化の一端に触れてもらった。

参加希望者への支援、独自の交流
事業、広報

神奈川県青年国際交流機構 　８月８日（土） 鎌倉生涯学習センター
会員４名

今年度内定者２名
一般９名

11人

別団体着物企画参加時の協力団体である、シテ方宝生流宗家：宝生
和英氏率いる能楽普及プロジェクトチーム【和の会】メンバー協力の
下、本物の能楽師をお招きして、舞台で使用する本物の能面や装束
をご持参いただき、当日参加者１名をモデルに仕立て、能楽師２名に
よる着付実演を行いながら、装束の意味・由来・使い方、能に纏わる
お話をお伺いし、伝統文化の見聞を広める企画となった。

参加希望者への支援、独自の交流
事業、広報

神奈川県青年国際交流機構 　８月３０日（日） 鎌倉生涯学習センター
会員5名
一般1名

1人

地元鎌倉で顔なじみの、人力車運営会社『東京力車鎌倉店』協力の
下、女性車夫と（車夫兼任の）店長を講師としてお招きし、歴史・集
客・車夫になった理由などをお話いただき、「心に残るエピソードや苦
労話」などの質疑応答を行った後、提供して頂いた指定場所内を往復
する『ミニ乗車体験』を行い、曳く真似事もできるなど、伝統文化の一
端に触れる企画となった。

参加希望者への支援、独自の交流
事業、広報

神奈川県青年国際交流機構 　８月３０日（日） 鎌倉生涯学習センター
会員10名

今年度内定者1名
一般13名

14人

（世界船既参加青年の）女性講談師神田京子さんをお招きし、地元鎌
倉の一般参加者の為の王道の講談をはじめ、国際交流経験者向け
の英訳版講談の触り、今年度世界船参加予定者への期待をこめた叱
咤激励や船内活動のエピソードなど多種多様の話をして頂き、釈台
叩きやそのタイミング練習のワークショップなどで、伝統文化を肌で感
じる企画となった。



活動分類 主催者 開催日時 会場
参加人員：会員、
一般（うち外国人）

外国人 一般 事業内容

他団体の交流事業への参加協力、
及び広報

（財）川崎市国際交流協会、民間交
流団体連絡協議会（、神奈川IYEO)

　７月５日（日） 川崎市国際交流センター
推計2,800名以上

　　　  （根拠：主催者発表来場
者数14,000名Ｘ20％以上)

2,800人

４月開催の帰国報告写真展示物を更に有効活用することを検討する
なか、ここ１０年来積極的な活動を行っていない川崎市内での活動・
広報拠点を確立するため、川崎市国際交流センターにて外国人も参
加して開催される『2009インターナショナル・フェスティバルinカワサ
キ』に展示参加を行った。同時に年報、各事業報告書冊子や活動記
録アルバムの閲覧により、同事業の広報宣伝を視覚的に捉えて行っ
た。

事業報告会及び説明会、独自の国
際交流、事業内閣府青年国際交流

事業及びIYEOの広報活動
富山県青年国際交流機構

平成22年
2月27日（日）
13:30-15:30

富山市国際交流センター会議室（Ｃ
ｉＣ３Ｆ）

平成22年度事業説明・コアリーダー育成プログラム帰国報告及び世界船
の受け入れ報告（ＤＶＤ交えて）、ティーパーティを開催

事業報告会及び説明会、独自の国
際交流事業、内閣府青年国際交流

事業及びIYEOの広報活動
富山県青年国際交流機構

平成22年
3月21日（日）
10:00-15:00

富山県民会館
「世界青年の船」の帰国報告及び平成22年度事業説明会。「世界青年
の船」受入れ時のホストファミリー同志の情報交換。料理交流会では富山
在住の外国の方々を迎え料理を作りながら交流する。

広報、内閣府青年国際交流事業及
びIYEOの広報活動、他団体の交流

事業への参加、協力

国際交流フェスティバル2009 in
Toyama 実行委員会

11月7日（土）
～8日（日）

富山市国際交流センター＆CiCビル
国際交流フェスティバルにてブースを出展し活動・事業紹介、ホストファミ
リーの募集を行った。

独自の国際交流事業、内閣府青年
国際交流事業及びIYEOの広報活動

富山県青年国際交流機構 12月20日（日）
富山市国際交流センター会議室（Ｃ

ｉＣ３Ｆ）
17名

「世界青年の船」受入れに際し、茨城在住で、世界船ＯＢでもあるアハメッ
ド・ブチャリさんにきていただき、バーレーンについてお話していただいた。（対
象　ホストファミリー及び一般）

独自の国際交流事業、内閣府青年
国際交流事業及びIYEOの広報活動

富山県青年国際交流機構 12月26日（土） ＣｉＣ４Ｆ 27名
「世界青年の船」受入れに際し、富山在住のニルカ氏にきていただき、スリ
ランカについてお話していただいた。

参加希望者への支援 石川県青年国際交流機構
4月19日
13:00-

リファーレ 会員9名　　派遣希望者4名 4人 派遣希望者へのアドバイス

内閣府青年国際交流事業の地方プ
ログラム受入れ

石川県青年国際交流機構
10月29日
～11月1日

「東南アジア青年の船」事業の地方プログラム受け入れ

国際協力事業への参加 翼連協 6月21日 青少年センター １名 所属している県内の青少年団体総会へ出席した。

国際協力事業への参加 青少年団体連絡協議会 5月30日 青少年ｾﾝﾀｰ ２名 所属している県内の青少年団体総会へ出席した。

国際協力事業への参加 青少年団体連絡協議会 9月26日 小瀬ｽﾎﾟｰﾂ公園 １名
所属している県内の青少年団体と協働し、いきいきねんりんピックに
て出展をした。

国際交流事業への参加 山梨県IYEO 11月 小瀬スポーツ公園 1名 他団体とともに模擬店協力した。

内閣府事業地方プログラム受入れ 山梨県IYEO
平成22年

1月14日～17日
ボランティアセンター他 65名

地方プログラム受入れに伴い、「環境」をテーマに企業視察、地元青年との
交流、ディスカッション等を行った。また、幼稚園児との交流の機会も設け
た。

独自の交流事業 長野県青年国際交流機構
平成22年

1月23日(土)
長野市ふれあい福祉センター

15名　会員3名　一般12名（外国
人2名）

県の国際交流員を講師に、中華料理を教えてもらい、中国の理解を
深める交流会を企画した。

独自の交流事業 長野県青年国際交流機構
平成22年
2月6日(土)

長野市ふれあい福祉センター
28名　会員7名　一般21名(外国

人5名)
5人 16人

県の国際交流員を講師に、韓国料理を教えてもらい、韓国の理解を
深める交流会を企画した。

独自の交流事業 長野県青年国際交流機構
平成22年
3月6日(土)

長野市ふれあい福祉センター 定員20名
市の国際交流員(ＩＹＥＯ会員でもある)を講師に、アメリカ料理を教えて
もらい、アメリカの理解を深める交流会を企画した。

独自の交流事業 長野県青年国際交流機構
平成22年

3月22日（月）
長野市　モリヤホール 定員30名

今年行われるサッカーワールドカップの開催国南アフリカ共和国につ
いて、学習するイベントを企画した。また、内閣府青年国際交流事業
の募集説明も同時開催した。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

韓国受け入れ実行委員会 9月9日（水）
長野市もんぜんぷら座国際交流

コーナー
8名　（内外国人3名） 3人 5人

日本・韓国青年親善交流事業長野プログラムの第一回実行委員会を
行い、受入れの趣旨などを認識し、全体プログラム構成、担当などを
話し合った。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

韓国受け入れ実行委員会
9月22日（火） 戸隠　そば打ち道場とんくるりん、

奥社、忍者村
8名　（内外国人4名） 4人 4人

韓国留学生および、県の国際交流員などが参加し、韓国受入れの準
備のため、視察を行った。

内閣府青年国際交流事業の地方プ
ログラム受入れ

韓国青年受入実行委員会
11月8日（日）

11日（水）～14（土）
長野県内

会員23名　一般6名（外国人5
名）

1人

県国際交流員、信州大学留学生などの協力のもと、韓国の青年の受
け入れを行った。参加者に初日新型インフルエンザの患者が発生し、
内容は大幅に変更することとなったが、実行委員会の意向が認めら
れ、できるかぎりの青年との交流は行うことができた。

他団体の交流事業への参加、協力 長野県青年国際交流機構 5月2（土）～4日（月） 長野市トイーゴ広場 １２名

まちづくりの一環として行われている、長野市の花回廊実行委員会主
催チューリップの花びらで飾る花キャンパスにチームで参加した。デ
ザインはマレーシアに在住の元留学生に頼み、メールにて受信した。
テーマは「善の光」

他団体の交流事業への参加、協力 長野市国際室 7月18日（土）
長野市もんぜんぷら座国際交流

コーナー
4名

韓国出身の講師が母国語で韓国の紹介する講座に参加。今年度韓
国青年受入れのため、実行委員長および会員が文化や教育、歴史、
服装などの学習会に参加した。

他団体の交流事業への参加、協力
小布施町小布施見にマラソン実行

委員会
7月19日（日） 小布施町 3名 小布施のハーフマラソンに会員が長野ＩＹＥＯチームとして参加した。

他団体の交流事業への参加、協力 ながのびんずる祭り実行委員会 8月1日（土） 長野市中央通り 4名
外国籍の人や国際交流団体が登録する「国際連」に入り、会員が一
緒に踊り、長野ＩＹＥＯをＰＲした。

他団体の交流事業への参加、協力
JICA

（長野県ＩＹＥＯは協力団体）
平成22年

2月21日（日）
長野市生涯学習センター 定員40名

アフガニスタン支援に携わる方々のお話を伺い、情報交換することに
より、文化・生活を含めた「アフガニスタン」の現状について理解し、
今、国際社会の中で、我々に何ができるのかを考える機会とする。

 内閣府青年国際交流事業及びIYEO
の広報活動

岐阜県青年国際交流機構 8月12日（土）
～13日（日）

多治見市 25名 東海ブロック大会本番

他団体の交流事業への参加、協力
内閣府、日本青年国際交流機構、

(財）青少年国際交流推進センター、
広島県青年国際交流機構

12月3日～5日 広島県 2名（岐阜会員） 全国大会への参加

他団体の交流事業への参加、協力 愛知県青年国際交流機構 12月26日（土） 名古屋市 3名（岐阜会員） IYEO愛知主催の忘年会への参加

広報・独自の交流活動・会員親睦 愛知県青年国際交流機構 3月21日
ロコスフットサルパーク

尾張旭
２５名（１名） 1人 24人

フットサルによるチャリティーイベントを開催すべく、実行委員会を発
足し、友人知人、地域外国人を誘って交流を深め、またチームを結成
し、他団体との試合を通してＩＹＥＯと内閣府国際交流事業の広報を行
いました。

広報・独自の交流活動・会員親睦 愛知県青年国際交流機構 4月17日 矢田川河川敷 １６名 16人

フットサルによるチャリティーイベントを開催すべく、実行委員会を発
足し、友人知人、地域外国人を誘って交流を深め、またチームを結成
し、他団体との試合を通してＩＹＥＯと内閣府国際交流事業の広報を行
いました。

広報・独自の交流活動・会員親睦 愛知県青年国際交流機構 5月17日
三重県桑名市

輪中ドーム
２８名（１名） 1人 27人

フットサルによるチャリティーイベントを開催すべく、実行委員会を発
足し、友人知人、地域外国人を誘って交流を深め、またチームを結成
し、他団体との試合を通してＩＹＥＯと内閣府国際交流事業の広報を行
いました。

広報・独自の交流活動・会員親睦 愛知県青年国際交流機構 6月28日
岐阜県羽島市
羽島市民会館

２7名（1名） 1人 26人

フットサルによるチャリティーイベントを開催すべく、実行委員会を発
足し、友人知人、地域外国人を誘って交流を深め、またチームを結成
し、他団体との試合を通してＩＹＥＯと内閣府国際交流事業の広報を行
いました。

広報
内閣府青年国際交流事業及びIYEO

の広報活動
他団体の交流事業への参加、協力

ワールド・コラボ・フェスタ実行委員
会

10月24日～25日
栄：もちの木広場、

オアシス２１
78000名（12名） 12人

広く国際交流活動を広報するため、飲食ブース、事業説明ブースを出店し
ました。

他団体の交流事業への参加、協力 愛知県青年国際交流機構 10月9日～10日 ウィル愛知 1500名（3名） 3人 難民について広報すべく、映画やシンポジウムを行いました。
他団体の交流事業への参加、協力 （財）アジア保健研修所 10月12日 （財）アジア保健研修所 1000名（4名） 4人 広く国際交流活動を広報するため、飲食ブースを出店しました。

他団体の交流事業への参加、協力 愛知県青年国際交流機構
平成21年10月24日

～26日
栄：もちの木広場、

オアシス２２
78000名（13名） 13人

広く国際交流活動を広報するため、飲食ブース、事業説明ブースを出店し
ました。

独自の交流事業 愛知県青年国際交流機構 12月26日（土） 法照寺 23名（3名） 3人 会員間の親睦を図った。

参加希望者への支援 三重県青年国際交流機構 4月25日（土） 四日市市総合会館
会員5名

受験者5名
5人

平成21年度内閣府国際交流事業参加希望者の中で三重県での選考
合格者に対し、東京での受験に当たってのアドバイスを行うと共に、
事業についてさらに理解を含めてもらう研修を行った。

広報及び独自の交流事業 寺西　由佳 9月22日 草津市ロクハ公園 6名
グローバルフォトをブースに展示し、国旗クッキーやリトアニアのビー
トルートスープ、タイのグリーンカレーを作り、事業をアピールした。

実行委員会 滋賀県青年国際交流機構 8月26日～随時
草津市まちづくりセンター他

県内各所
約10名 8/26～2週間に1度のペースにて実施。

他団体の交流事業への参加・協力
祇園祭山鉾巡行曳き手ボランティア

実行委員会
7月14日(火)～17日(金)

岩戸山町
（京都市下京区新町通仏光寺下が

る）ほか

会員10名
一般22名

22人
祇園祭の山鉾(今年は油天神山を担当)を曳く貴重な体験のほか、女
性参加者による岩戸山鉾町での粽売り、山鉾巡行中の冷茶サービス
も行われ、京都の伝統文化を享受する機会に恵まれた。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

京都府青年国際交流機構
平成22年3月21日（日）

～31日(木）
京都府国際センター 会員3名

各事業の派遣者撮影による写真をパネル等で展示、一般に公開する
ことで京都IYEOの活動の認知、並びに内閣府国際交流事業の広報を

独自の交流事業 大阪府青年国際交流機構 11月7日
Captain kangaroo

大阪市北区
在阪外国青年複数名と歌、踊り、民族楽器等で音楽交流を実施し、
各国の伝統音楽を紹介、演奏する。

内閣府国際青年育成交流招へい
受入れ実行委員会

大阪府
インターコミュニカ大阪

5月29日
以降複数回開催

大阪府庁他 20名 内閣府国際青年育成交流招へい

内閣府青年国際交流事業及びIYEO
の広報活動

大阪府青年国際交流機構
平成22年
2月5日

大阪府庁
平成22年3月12日の事業説明会チラシ2000枚を作成、府下関係機関
に配布

内閣府青年国際交流事業及びIYEO
の広報活動

関西国際空港株式会社
平成22年

3月27日(土)
～28日(日)

関西空港 28,000名
旅博にてブース出展、グローバルフォトコンテストパネル展示及び事
業PRを行う



活動分類 主催者 開催日時 会場
参加人員：会員、
一般（うち外国人）

外国人 一般 事業内容

他団体の交流事業への参加、協力 シルクロード財団 平成22年2月27日 奈良県文化会館 25名 シルクロード財団に加盟している県内国際交流団体との情報交換会

他団体の交流事業への参加、協力
の他

なら橙花会実行委員会 8月14日 奈良公園一帯 5名
奈良の恒例行事である、なら橙花会でIYEOをPRするために当日運営
スタッフとして参加した。

他団体の交流事業への参加、協力
の他

シルク財団 8月26日 NIFS  会議室 25名
シルクロード財団に加盟している国際交流団体の代表者による意見
交換会に参加した。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

内閣府 11月11日～１2日 奈良市 50名　うち一般8名 日本・韓国親善青年交流の地方受入れプログラムを行った。

内閣府青年国際交流事業の地方プ
ログラム受入れ

奈良県青年国際交流機構
平成21年

11月11日～13日
奈良市　信貴山 50名 平成21年度日韓親善青年交流の地方受け入れプログラムを行った。

内閣府青年国際交流事業及びIYEO
の広報活動

内閣府政策統括官（共生社会政策担当）
日本青年国際交流機構

(財)青少年国際交流推進センター
奈良県青年国際交流機構

平成22年
１月30日～31日

橿原観光ホテル 50名　　うち一般3名 3人 近畿ブロック大会を開催し、講演・分科会・帰国報告会を行った。

広報
他団体の交流事業への参加、協力

和歌山県人権啓発ｾﾝﾀｰ
11月21日(土）
～22日（日）

和歌山市和歌山ビッグホエール 11名
和歌山県内のNPO団体のブース展示・販売。海友会活動の紹介のた
め参加。内閣府事業・オーストリア交流事業の写真展示

他団体の交流事業への参加、協力 和歌山市 8月1日(土）～2日（日）
和歌山市（和歌山城周辺、和歌山

駅等）
48名

和歌山を元気にする地域活動に賛同し、海友会danceteam楽舞和（ら
ぶわ）として、海友会の活動紹介のため参加する。

他団体の交流事業への参加、協力 弁慶まつり実行委員会 10月3日(土） 田辺市 35名
和歌山を元気にする地域活動に賛同し、海友会danceteam楽舞和（ら
ぶわ）として、海友会の活動紹介のため参加。

東南アジア青年の船の地方
プログラム受入れ

海友会（那賀ブロック）
10月29日(木）

～11月11日（日）
和歌山県内 26名 「東南アジア青年の船」事業で外国青年の受入をおこなった。

独自の国際交流事業 海友会
8月4日（火）～17日

（月）
和歌山県各地域 40名

コアリーダ育成事業派遣・受入れをきっかけにオーストリア・日本青年
交流事業を独自に計画。今年度はオーストリアから10名の青年を招
へいし、し観光、視察、討議、ホームステイ事業をおこなった。

独自の国際交流事業 海友会 8月9日（日）
和歌山ビッグ愛8F

青少年活動センター
50名

オーストリア青年たちが、楽しくオーストリアの国や文化を紹介。一般
の参加者への広報により海友会活動もPR。

独自の国際交流事業 海友会 6月21日（日）
和歌山ビッグ愛8F青少年活動セン

ター
80名

和歌山ビッグ愛8Fにて坂本 達さん講演会開催をおこなう。講演会に
て国際活動への興味を持ってもらうとともに、海友会の活動PRをおこ
なう。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

海友会
7月14日(火）-18日

（土）
岩出市 68名

国際青年育成交流事業で外国人青年（カンボジア・ラトビア）と日本参
加青年（県内外から参加）との合宿型のディスカッションプログラムを
おこなった。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

とっとり青友会 10月～11月中旬 鳥取市内
各回10名の参加

4回実施
内閣府「日本･中国青年親善交流」事業の受け入れ実行委員会を開
き、訪問先やホームステイについて確認をした。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

内閣府 11月19日～23日 鳥取市内
約100名

（中国青年29人）
内閣府「日本･中国青年親善交流」事業を鳥取市内で受け入れ･ホー
ムステイを行った

他団体の交流事業への参加、協力 とっとり青友会 8月上旬～中旬
鳥取市国際交流

プラザ
会員10名

JICA青年研修事業受入れの実行委員会を行った。プログラムやホー
ムステイ受入れ家族等との連絡調整を行った。

他団体の交流事業への参加、協力
JICA

とっとり青友会
8月20日～9月3日 鳥取市を中心

受け入れ中国青年25名
その他スタッフ等10名

JICAの青年研修事業で中国青年の初等中等教育行政分野を受入れ
し、県内の教育関係機関を訪問したり、小中学校では児童生徒との
交流を行った。

他団体の交流事業への参加、協力 JICA国際協力機構 平成22年10月19日 JICA本部（東京） 2名
理事長表彰受賞。緒方理事長をはじめ、他団体の関係者とも会談し、
今後の国際協力のあり方を話し合った

他団体の交流事業への参加、協力
鳥取県青少年育成県民会議、鳥取

県教育委員会
11月中旬 県内各地・各駅 2回参加（それぞれ２名）

鳥取県教育委員会が実施した高校生の公共機関でのマナーアップ
キャンペーンに参加し、駅等で街灯指導に立ち会った

他団体の交流事業への参加、協力 とっとり青友会 平成22年12月23日 倉吉市内 5名 募金の全国統一行動日に他団体と協力して実施した
参加希望者支援 国際ネットワークしまね 5月6日 くにびきメッセ 一般 内閣府派遣事業全国選考に向けた事前研修会を実施した。

独自の交流事業 松江市国際交流協会との共催
10月17日（土）、
10月18日(日）

松江市交際交流会館 90名（うち外国人70名） 70人 20人 留学生支援のため、不要品を集めて格安で販売を行った。

他団体の交流事業への参加、協力 松江市国際交流協会 4月26日 国際交流会館 一般（外国人100名程度） 100人
留学生の支援を目的として「留学生のためのふれあいフリーマーケッ
ト」を実施した。

参加希望者への支援及び事業報告
会

岡山青年国際交流会
4月26日
14：00-

ウィズセンター 会員10名
平成20年度の「日韓青年親善交流」及び「世界青年の船」の事業報
告会。また平成21年度の面接試験に向け、参加者に対し模擬面接会
を設けた。

他団体へ交流事業の参加、協力 宮崎県青年国際交流機構
6月27日（土）～28日

（日）
宮崎市民プラザ 1名

12月に開催される全国大会のＰＲと他ブロック会員との交流を目的に
広島県ＩＹＥＯから1名派遣した。

他団体へ交流事業の参加、協力 広島県庁
7月20日（月）～29日

（水）
広島県内各地 1名

広島県庁主催の『国際交流ユース in HIROSHIMA』に広島県ＩＹＥＯを
代表して会長が主催者の一員として事前の会議，実際のプログラム
などへ参加し，地元自治体である広島県庁，地域の青少年団体であ
る広島大学地域連系センターなどと一緒に活動してネットワークを広
げることが出来た。

内閣府青年国際交流事業及びIYEO
の広報活動

内閣府政策統括官（共生社会政策担当）
日本青年国際交流機構

(財)青少年国際交流推進センター
広島県青年国際交流機構

12月5日(土)～6日(日) 安芸グランドホテル
会員：269名

（他都道府県会員含む）
一般：10名

10人 全国大会を行った。

内閣府青年国際交流事業及びIYEO
の広報活動

内閣府 2月19日～24日 ふじ丸 １名
第22回「世界青年の船」へ、事後活動紹介のためＩＹＥＯから高下さん
に参加要請があった。

参加希望者への支援 山口県青年国際交流機構 9月12日（土） 山口市 9名
「世界青年の船」事業参加青年（2名）への研修およびアドバイス会を
行った。

独自の国際交流事業
柳井国際交流機構
山口IYEO柳井支部

7月30日（木）～
8月3日（月）

柳井市
140名（9名） 9人 131人

ホームステイ、企業見学、観光地見学、体験学習、交流会など、日韓
親善協会、ロータリークラブなどと共催で行なった。

独自の国際交流事業 山口県 9月29日（火） 山口市 児童
青少年の国際協力活動への意識啓発や理解促進を図ることを目的
にしている。

独自の国際交流事業 山口県青年国際交流機構 平成22年1月14日（木） 山口市 会員3名、生徒60名 60人
青少年の国際協力活動への意識啓発や理解促進を図ることを目的
にしている。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

山口県青年国際交流機構
10月29日（木）
～11月1日（日）

山口市 10名 第36回「東南アジア青年の船」事業受入

参加希望者への支援 徳島県青年国際交流機構
　８月１６日（土）
１３：００-１７：００

徳島県青少年活動支援センター
会員　５名

参加青年５名

平成21年度「東南アジア青年の船」事業参加青年が、船内活動の一
環として阿波おどりを披露するため、参加青年へ阿波おどりと着付け
の指導を行った。

他団体の交流事業への参加、協力 小松島市
平成２１年

７月１９日（日）
１６：３０～

小松島市金長だぬき公園
会員　１名

一般　約７００名（うち外国人約５
０名）

50人
小松島市の夏の 大イベント「港まつり」の中で、「外国人阿波おどり
コンテスト」開催のスタッフとして、コンテストの円滑な運営の手伝いを
した。

他団体の交流事業への参加、協力 徳島県庁男女参画青少年課
　１１月１１日（水）
１４：００-１８：００

フレアとくしま
会員　4名

県担当者約10名
一般　約110名

110人 徳島県内で活躍している様々な女性活動団体が集まり、情報提供や
意見交換を行うことにより、一層の活動の活性化と新たな連携を図る
ことを目的とした事業です。

他団体の交流事業への参加、協力 小松島市
平成２２年

２月７日（日）
１０：３０-２０：００

小松島市ミリカホール
小松島市国際交流協会設立20周年記念イベントへ徳島県IYEOが協
賛しているため、手伝いを行った。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

徳島県青年国際交流機構
平成22年

1月14日（木）
-1月17日（日）

県内各地

会員：13名
県担当者：2名

一般：25名

25人 「世界青年の船事業」地方プログラム受入れを行い、23名（エジプト1
２名、エクアドル11名）の外国青年の徳島でのプログラムをアレンジし
た。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

徳島県青年国際交流機構
平成22年

1月24日（日）
10：00-17：00

徳島県鳴門市

会員：10名
県外IYEO会員：3名

一般：26名（うち外国人：9名）

9人 17人 在県外国人との親睦を目的として、牡蠣焼きパーティーを開催した。
今回は県外IYEOからも多数会員の参加があった。外国人だけでなく
県外IYEO会員とも交流ができ参加者に好評であった。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ後の反省会

徳島県青年国際交流機構
平成22年

2月6日（土）
１7：00-21：00

パークウエストンホテル
会員　11名
一般2名

2人
平成21年度内閣府青年国際交流事業の一環である「世界青年の船」
地方受入れプログラム実施後の反省会を行った。

内閣府青年国際交流事業及びIYEO
の広報活動

徳島県青年国際交流機構
平成22年

2月24日（水）
県下全域

「平成22年度内閣府青年国際交流事業」の募集及び募集説明会につ
いての情報を徳島新聞に掲載した。

内閣府青年国際交流事業及びIYEO
の広報活動

徳島県青年国際交流機構
平成22年

2月2７日（土）
13:00-17:00

（財）徳島県国際交流協会
「平成22年度内閣府青年国際交流事業」と募集説明会のPRのための
内閣府青年国際交流事業パネル展を開催した。



活動分類 主催者 開催日時 会場
参加人員：会員、
一般（うち外国人）

外国人 一般 事業内容

内閣府青年国際交流事業地方
プログラム受け入れ

愛媛県青年国際交流機構 10月２７～１１月１日 県内各地
東亜船参加者29名
ＩＹＥＯ実行委員8名
ローカルユース21名

21人 「東南アジア青年の船」地方プログラム受入れを行った。しまなみ海道散
策、ホームステイ、歓迎会、表敬訪問など

内閣府青年国際交流事業及びＩＹＥO
の広報活動

愛媛県青年国際交流機構
平成22年

2月15日以降

愛媛大学
コムズ
エピック

他

ＩＹＥＯ会員６名 学校施設や県内の国際交流施設を対象に、次年度募集のポスターの掲
示とパンフレットの配布。募集説明会の案内。
ターニングポイントⅢを図書施設などに寄贈した。

内閣府青年国際交流事業地方
プログラム受け入れ

愛媛県青年国際交流機構 7月～9月 コムズ　他 「東南アジア青年の船」の実行委員会・事前視察等をおこなった。

内閣府青年国際交流事業地方
プログラム受け入れ

高知県青年国際交流機構 10月２７日～１１月１日 県内各地
東亜船参加者29名　実行委員

10名
「東南アジア青年の船」地方プログラム受け入れを行った。学校訪問、マイ
箸づくり体験、植物園散策、ホームステイ、歓迎会、表敬訪問など

内閣府青年国際交流事業及びＩＹＥO
の広報活動

高知県国際交流協会 10月17～18日
高知市帯屋町アーケード、ひろめ市

場

会員12名 県の国際交流協会のイベントに参加し、ザンビアの子どもたちへの支援を
目的としてフリーマーケットを開催するとともに、支援を行っている会員の講
演会を開き広報活動を行った。

内閣府青年国際交流事業及びＩＹＥO
の広報活動

高知県青年国際交流機構
平成22年
1月25日

南国市立国府小学校
会員2名　小学生約40名 40人 小学校でのキャリア教育の取り組みとして、国際交流事業の報告や紹介を

行った。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

東南アジア青年の船外国参加青年
受け入れ実行委員会　(事務局　北

九州市教育委員会)

10月29日(木）
～11月1日（日）

門司港ブリリアンサ「グレシャゾー
ト」、ホテルクラウンパレス小倉、環
境ミュージアム、障害者スポーツセ

ンター、北九州市庁舎

(実行委員会)　会員5名、一般2
名、市役所職員2名(当日スタッ
フ)、会員5名、一般10名、市役

所職員9名 (ホストファミリー)、一
般36名

48人

7月より実行委員会を立ち上げ、月に一回北九州市庁舎で会議を行っ
た。参加青年26名を受入、環境都市北九州市らしく環境ミュージア
ム、車椅子バスケットを体験しに、障害者スポーツセンターへ訪問し
た。北九州市長を表敬訪問したのち、ホストファミリーに引き渡した。
初めの訪問国であったため参加青年たちは少し緊張していたが、北
九州市を訪問し、存分に楽しんでもらい、グループの団結も一層深
まったと思う。

内閣府青年国際交流事業の地方プ
ログラム受入れ

福岡県青年国際交流機構
7月14日（火）

～７月18日（土）

県庁表敬訪問、チサンホテル、九州
国立博物館、大宰府天満宮、九州
大学伊都キャンパス、吉塚合同庁
舎会議室、箱崎自由学舎えすぺら
んさ、東長寺、櫛田神社、博多町屋
ふるさと館、Ｅｃｏパーク、グローバ

ルアリーナ

(実行委員会)　会員5名
一般　5名　(当日スタッフ)

会員　3名
コーディネーター 　一般３名

サブコーディネーター　一般３名
ＬＹ　一般１５名
通訳　一般２名
県庁職員　２名

計３８名

28人

県庁表敬訪問、ホテルで歓迎会。２日目は九州国立博物館、大宰府
を見学、午後より九州大学の水を水素エネルギーに替える施設を訪
問。３日目は午前にＬＹと合流しアイスブレーキングを行ったのち、教
育、文化・環境の各コースに分かれて、各施設を訪問。宿泊先のグ
ローバルアリーナにてＬＹとＰＹとの交流会を行った。４日目は終日、
ディスカッションを行い、 終日に各コースのディスカッション結果を発
表した。

他団体へ交流事業の参加、協力 佐賀県国際交流協会 9月13日 アバンセ
会員10名

（スタッフ6名、合格者2名含む）
一般多数

多数

オーストラリア既参加青年からのアボリジナルアート体験は大好評
だった。また、Ｈ18年度「東南アジア青年の船」事業佐賀県受入れ時
の様子を写真パネルに作り展示。グローバルフォトコンテスト写真の
展示。内閣府事業広報、IYEO広報資料、坂本達氏講演会のチラシ配
布。

内閣府青年国際交流事業及びIYEO
の広報活動

佐賀県青年国際交流機構 12月28日 伊万里市役所 会員2名

地方出身ＯＧによる、サポートの尽力があり、市長表敬訪問。この日
様子は、いまりケーブルテレビ放映（およびネット動画）された。毎日
新聞掲載。

内閣府青年国際交流事業及びIYEO
の広報活動

佐賀県青年国際交流機構
平成22年

3月
佐賀県庁 会員6名

21年度5名の参加者があった佐賀県ＩＹＥOにとって、弾みを持たせた
い時期であり、また22年度募集期間中における知事表敬のメディア効
果を利用し、広報及び活動の活性化を目指す。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

熊本県青年国際交流機構
10月1日（木）

～11月1日（日）
熊本市国際交流会館・チサンホテ

ル熊本・熊本県立大学

(実行委員会)会員8名、一般3
名、市役所職員2名、(当日スタッ
フ)会員1名、 (ホストファミリー)

会員3家庭、一般9家庭

多数

７月より実行委員会を立ち上げ、月に一回会議を行った。今回は、会
員に加え、交流プログラムで協力頂いた熊本県立大学の学生も実行
委員に加わった。熊本県副知事の表敬訪問、歓迎レセプション、交流
プログラム、ホームステイと、各自役割をこなし、無事にプログラムを
終えた。今回は残念ながらインフルエンザにより日本人参加青年が参
加できず、外国人参加青年24名の受入れとなった。事業の中で、一
番初めとなる地方プログラム・ホームステイということもあり、緊張気
味だった青年もしっかり熊本を満喫してくれたようで、青年同士に限ら
ず、ホストファミリーや実行委員との距離も縮まった。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入れ

熊本県青年国際交流機構
10月17日（土）
10:00-11:30

熊本市国際交流会館
（実行委員会）会員5名、一般3

名、
市役所職員2名

3人
ホストファミリー説明会。プログラムの概要説明、及びホームステイ中
の留意点などのアドバイスを行った。協力頂いたご家族同士でも情報
交換をすることもあり、充実した説明会となった。

独自の交流事業 大分県青年国際交流機構
7月7日

(実施12月22日～12月
26日)

大分市コンパルホール
会員10名
一般5名

5人

平成１３年度からの継続事業。支援物資として足踏みミシン等を現地
施設に送り、子女の自立を支援している。本年度はミャンマーを中心
に、支援先施設の訪問及び、大分県の青少年を引率する可能性につ
いて確認することを目的に実施した。

独自の交流事業 大分県青年国際交流機構 12月22日～12月26日 ミャンマー 会員4名、一般8名 8人

支援物資として足踏みミシン４６台、衣類・文具など段ボール１６８箱を
コンテナにより現地施設に送り、子女の自立を支援し、これを現地で
確認した。現地日本大使館にも立ち寄り、活動報告を行い高い評価
を得た。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受入

内閣府 9月9日 大分市コンパルホール
会員10名

大分県２名

独自の交流事業 宮崎県青年国際交流機構

6月27日（土）
14:30-21:00

　6月28日(日）
9:00-12:00

宮崎市民プラザほか
会員100名

一般参加50名
50人

6月27日(土）に九州ブロック大会の開会式、講演会、分科会、懇親会
を行った。
6月28日(日）に報告会、閉会式を行った。
講師の坂本　達さんの話が心に残ったとの感想が多かった。
15名の在住外国人との交流を深めた。

独自の交流事業 宮崎県青年国際交流機構
10月3日（土）
10:00-15:00

リサイクル工房
会員3名

参加者25名
外国人4名

4人 18人

平成20年度青年社会活動コアリーダー育成プログラムがきっかけと
なって障害者と外国人の交流会を実施した。
外国人と障害者のグループディスカッション、牛乳パックを使ったはが
き作りをとおして、国際理解や国際交流を深めた。また、タンザニアダ
ンス、台湾のダンス、コロンビアのダンス、ドイツの歌をみんなで楽し
んだ。

独自の交流事業 宮崎県青年国際交流機構
平成22年3月13日（土）

14:00-16:00
宮崎市民プラザ

参加者10名
会員5名

10人
平成22年度内閣府事業の紹介を行った。
ドイツ、タンザニアについての理解を深めた。
参加者と外国人ゲストとの交流を深めた。

独自の交流事業 宮崎県青年国際交流機構
平成22年3月13日（土）

18:00-20:00
花月亭

外国人3名
会員5名

3人
外国人（ドイツ、タンザニア、台湾）との交流を深めた。
会員の独自の活動の紹介を行った。

他団体の交流事業への参加、協力 宮崎県青少年団体連絡協議会
平成22年2月14日（日）

10:00-16:00
東大宮地区コミュニティセンター

参加者52名（子ども）
ボランティア15名（大人）

外国人8名、会員2名
8人 67人

子ども達に外国文化に接する機会を提供した。
宮崎県内14の青少年団体と共同で企画・実施した。
ドイツ、タンザニア、コロンビア、インドネシアについての理解を深め
た。・参加者（子ども達）と外国人ゲストとの交流を深めた。

交流事業の参加・協力 内閣府、沖縄県青年国際交流機構 8月4日～24日 沖縄本島
一般75名

（うち外国人30名）
30人 45人

アジア青年の家事業（Asian Youth Exchange Program)に、現地コー
ディネーターという立場で参加。プログラム運営や参加者の生活面の
サポート等を行った。

内閣府青年国際交流事業の地方
プログラム受け入れ

沖縄県青年国際交流機構 平成22年3月2日 県民ひろば(沖縄県庁前）
会員、第22回「世界青年の船」
参加青年、一般ボランティア

第22回世界青年の船、来沖。県民ひろばにて参加青年による歌や踊
りの披露。また、参加青年へ首里城や平和祈念公園、国際通りの案
内を会員及び国際交流に興味のある一般ボランティアと共に行う。

394人 6,849人


